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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次 第60期 第61期 第62期 第63期 第64期

決算年月 2018年９月 2019年９月 2020年９月 2021年９月 2022年９月

売上高（営業収入） （千円） 720,647 752,225 612,133 714,817 734,307

経常利益又は経常損失（△） （千円） △5,355 21,470 △52,652 32,511 26,614

当期純利益又は当期純損失

（△）
（千円） △8,128 24,373 △62,805 19,140 24,612

持分法を適用した場合の投資

利益
（千円） － － － － －

資本金 （千円） 450,000 100,000 100,000 100,000 100,000

発行済株式総数 （株） 9,000 9,000 9,000 9,000 9,000

純資産額 （千円） 735,047 741,397 680,296 707,661 646,782

総資産額 （千円） 3,586,825 3,570,939 3,775,966 3,806,420 3,803,374

１株当たり純資産額 （円） 81,671 82,377 75,588 78,629 71,864

１株当たり配当額
（円）

－ － － － －

（内１株当たり中間配当額） （－） （－） （－） （－） （－）

１株当たり当期純利益又は

１株当たり当期純損失（△）
（円） △903 2,708 △6,978 2,126 2,734

潜在株式調整後１株当たり

当期純利益
（円） － － － － －

自己資本比率 （％） 20.5 20.8 18.0 18.6 17.0

自己資本利益率 （％） △1.1 3.2 △8.8 2.8 3.6

株価収益率 （倍） － － － － －

配当性向 （％） － － － － －

営業活動によるキャッシュ・

フロー
（千円） △14,315 45,110 △91,673 80,209 43,792

投資活動によるキャッシュ・

フロー
（千円） △39,888 2,009 △49,895 △16,365 △58,566

財務活動によるキャッシュ・

フロー
（千円） － － 338,220 16,950 △3,049

現金及び現金同等物の期末

残高
（千円） 216,161 263,282 459,933 540,729 522,906

従業員数
（人）

45 47 46 44 46

（外、平均臨時雇用者数） （65） （64） （57） （58） （72）

株主総利回り （％） － － － － －

（比較指標：－） （％） (－) (－) (－) (－) (－)

最高株価 （円） － － － － －

最低株価 （円） － － － － －

（注）１．当社は連結財務諸表を作成していないので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移については記載を
しておりません。

２．潜在株式調整後１株当たり当期純利益は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
３．株主総利回り、比較指標、最高株価及び最低株価については、当社株式は非上場でありますので記載してお
りません。

４．「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を当事業年度の期首から適用し
ており、当事業年度に係る主要な経営指標等については、当該会計基準等を適用した後の指標等となってお
ります。
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２【沿革】

1959年11月 ゴルフ場等の経営を目的として、資本金150,000千円をもって設立

1960年４月 増資により資本金300,000千円になる

1960年10月 18ホールズのゴルフ場、呉羽カントリークラブを開場

1963年６月 増資により資本金450,000千円になる

1972年７月 ９ホール増設　27ホールズになる

1975年10月 ９ホール増設　36ホールズになる

2019年２月 減資により資本金100,000千円になる

 

３【事業の内容】

　当社の主な事業はゴルフ場の経営であり、当社の一定株数以上の株主及び会社の定める保証金の納入者をもって呉

羽カントリークラブを組織し、会員制を採用しています。即ち、法人会員（株式12株以上所有する法人）、個人会員

（株式６株以上所有する個人）、平日会員（株式３株以上所有する個人）、保証金会員（法人保証金会員、個人保証

金会員、平日保証金会員、家族保証金会員）に分け、他にビジターの入場も許可しております。

　ゴルフ場としては、36ホールズのゴルフ場及びクラブハウスを建設し、クラブ会員及び会員紹介者の使用に供して

おります。又、芝草に関する専門的なメンテナンス技術を活かす関連事業を環境緑化部にて行なっております。

 

(イ）経営組織の概要

 

(ロ）クラブ組織の概要
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４【関係会社の状況】

　該当事項はありません。

 

５【従業員の状況】

(1）提出会社の状況

2022年９月30日現在
 

従業員数 平均年齢 平均勤続年数 平均年間給与

46人（72人） 47才１ヵ月 12年10ヵ月 3,700,546円

（注）１．従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数は、年間の平均人員を（　）外数で記載しております。

２．平均年間給与は、賞与及び基準外賃金を含んでおります。

３. 当社は、ゴルフ場事業及びこれに付帯する業務の単一セグメントであるため、セグメント別の記載はしてお

りません。

 

(2）労働組合の状況

　該当事項はありません。
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第２【事業の状況】

１【経営方針、経営環境及び対処すべき課題等】

　文中の将来に関する事項は、当事業年度末日（2022年９月30日）現在において当社が判断したものであります。

（1）経営方針

　当社は、会員制クラブとして会員の皆様が安心・快適にクラブライフを享受できるクラブ環境の維持及び発展に努

めております。また、次代を見据えたジュニア育成や地域社会貢献活動への積極的な取り組みを通じて、地域ととも

に成長できる企業を目指しております。

 

（2）経営環境及び優先的に対処すべき課題等

　当業界におきましては、団塊の世代を中心としたシニア層のプレーニーズに大きく依存しているために、少子高齢

化社会の進行とともにゴルフ人口が減少し、さらにセルフプレー化の広がりによる低価格傾向が継続するなど、依然

として厳しい経営環境が続いております。

　これに対し、若年層や女性ゴルファーの育成・開拓による新たな需要創出が喫緊の課題であり、またゴルフ場利用

税の廃止に向けた陳情活動の継続実施も進めております。

 

２【事業等のリスク】

　当社の営業成績及び財政状態に影響を及ぼす可能性のある事項には、次のようなものがあります。

　なお、文中における将来に関する事項は、当事業年度末日（2022年９月30日）現在において判断したものでありま

す。

 

シニアプレーヤーの問題点

　現在、ゴルフ業界は団塊の世代を中心としたシニア層に支えられている所が多く見られます。ここ数年後にはこの

世代のプレー回数が少なくなり、業績に大きな影響を及ぼす可能性があります。ゴルフの活性化を図るため、プレー

ヤーのニーズに答え、女性プレーヤーの拡大、ジュニア育成及び会員の若返りが急務であり、これらがスムーズに実

行されなかった場合、業績と財政に大きな影響を及ぼす可能性があります。

 

保証金返還について

　当ゴルフ業界におきましてはゴルフ人口の減少から会員権相場が低迷しており、高齢等によりプレーをされなく

なった会員からの保証金返還請求が増えつつあります。今後これらの返還請求が一度にあった場合、自己資金が不足

する可能性があります。

 

新型コロナウイルスによるリスク

　新型コロナウイルス感染症は感染の拡大と収束を繰り返しており、変異した新型コロナウイルスも発生し、その病

原性や感染力、再感染リスク等不明点が多く、感染拡大の状況によっては今後の経営環境に影響を及ぼすと見込まれ

ます。

　新型コロナウイルス感染症の再拡大による緊急事態宣言の発令や国内経済の停滞が長期にわたる場合には、当社の

業績及び財務状況に深刻な影響を受ける可能性があります。
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３【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

経営成績等の状況の概要

(1）経営成績

　当事業年度のわが国経済は、資源高や円安の影響を受けつつも、新型コロナウイルス感染症のワクチン接種の進

捗などに伴い、感染症の抑制と経済活動の再開が進み、持ち直していると考えられます。海外経済情勢は、世界的

なインフレ圧力や各国中央銀行の利上げが続いており、ウクライナ情勢を始めとする地政学的な要因や世界的な気

候変動問題など、依然として不確実性がみられます。

　当業界におきましては、団塊の世代を中心としたシニア層のプレーニーズに大きく依存する状況が続いておりま

すが、少子高齢化社会の進行とともにゴルフ人口の先細りが懸念されております。セルフプレー化が加速するなど

いまだ低価格傾向が継続し、依然として厳しい経営環境が続いております。若年層や女性ゴルファーの育成・開拓

による新たな需要創出に加え、良好な雇用情勢の下、キャディーの人員不足が喫緊の課題であります。また、一層

安価でプレーをできるようにゴルフ場利用税の廃止に向けた陳情活動の継続実施も進めております。

　当社は、ゴルフ場事業及びこれに付帯する業務の単一セグメントであるため、種類別の業績を記載しておりま

す。

　当事業年度の業績を種類別に見ますと次のとおりであります。

　なお、当事業年度の期首より、「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下

「収益認識会計基準」という。）等を適用しております。

　詳細は、「第５　経理の状況　１財務諸表等（１）財務諸表　注記事項（会計方針の変更）」に記載のとおりで

あります。

　会員収入におきまして、当事業年度の会員収入は、「会計方針の変更」に記載のとおり、当事業年度の期首よ

り、「収益認識会計基準」等を適用したこともあり、名義登録料が3,750千円減少し、売上高は前事業年度（144,

858千円）に比し3,747千円（2.6％）減の141,110千円となりました。

　ゴルフ場収入におきましては、当事業年度の入場者数は38,867名（前事業年度比1,810名増、4.9％増）となりま

した。売上高は前事業年度（526,918千円）に比し22,090千円（4.2％）増の549,009千円となりました。

　食堂等収入におきましては、売上高は前事業年度（43,040千円）に比し1,147千円（2.7％）増の44,187千円とな

りました。

　この結果、営業収入は前事業年度（714,817千円）に比し19,489千円（2.7％）増の734,307千円となりました。

他方営業費用は、徹底したコスト削減など合理化を進めたものの、設備老朽化対策に伴う修繕維持関連費用等が増

加したことにより前事業年度（692,497千円）に比し20,614千円（3.0％）増の713,111千円となり、営業利益は前

事業年度に比し1,124千円（5.0％）減の21,195千円、営業外収益5,775千円、営業外費用357千円を加減して、経常

利益は前事業年度に比し5,896千円（18.1％）減の26,614千円、当期純利益は前事業年度に比し5,471千円

（28.6％）増の24,612千円となりました。

 

(2）キャッシュ・フロー

　当事業年度における現金及び現金同等物（以下「資金」）は、営業活動により43,792千円増加し（前事業年度は

80,209千円の増加）、投資活動により58,566千円減少（前事業年度は16,365千円の減少）、財務活動により3,049

千円減少（前事業年度は16,950千円の増加）した結果、前事業年度末（540,729千円）に比べ17,822千円減少し、

当事業年度末残高は522,906千円（前事業年度末比3.3％減）となりました。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　当事業年度において、営業活動により増加した資金は43,792千円（前事業年度は80,209千円の増加）となりまし

た。これは主に税引前当期純利益25,228千円、固定資産の減価償却費48,738千円、退職給付引当金の増加1,073千

円、売上債権の増加6,754千円、棚卸資産の増加1,418千円、仕入債務の増加5,972千円、預り保証金の減少13,550

千円、預り金の減少7,018千円、未払消費税等の減少11,875千円によるものであります。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　当事業年度において、投資活動により使用した資金は58,566千円（前事業年度は16,365千円）となりました。

　これは定期預金の預入20,000千円、定期預金の払戻20,000千円、有形固定資産の取得57,366千円、長期前払費用

の増加1,200千円によるものであります。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　当事業年度において財務活動により減少した資金は3,049千円（前事業年度は16,950千円の増加）となりまし

た。これはファイナンス・リース債務の返済1,917千円、割賦債務の返済1,131千円によるものであります。
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生産、受注及び販売の実績

(1）販売実績

種類別
第64期

（自　2021年10月１日
至　2022年９月30日）

前年同期比（％）

会員   

年会費等（千円） 100,010 100.0

名義登録料（千円） 41,100 91.6

小計（千円） 141,110 97.4

ゴルフ場   

グリーンフィ（千円） 92,531 109.7

キャディフィ（千円） 246,711 111.3

附帯収入（千円） 209,766 95.0

小計（千円） 549,009 104.2

食堂等   

食堂収入（千円） 26,128 99.1

売店収入（千円） 18,059 108.3

小計（千円） 44,187 102.7

合計（千円） 734,307 102.7

（注）１．金額は販売価格によっております。

２. 当社は、ゴルフ場事業及びこれに付帯する業務の単一セグメントであるため、セグメント別の記載はしてお

りません。

３．収益認識会計基準第89－２項に定める経過的な取扱いに従って、前年同期について新たな表示方法により組

替を行っておりません。

 

(2）入場者実績

区分別
第64期

（自　2021年10月１日
至　2022年９月30日）

前年同期比（％）

メンバー（人） 17,099 97.8

ビジター（人） 21,768 111.2

合計（人） 38,867 104.9
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(3）主要料金表

区分 金額（円）

年会費  

法人・個人会員 48,000

平日・家族会員 30,000

ロッカーフィ（年間） 12,000

名義登録料  

法人会員 300,000

個人会員 500,000

平日会員 250,000

家族会員 200,000

グリーンフィ  

メンバーグリーンフィ 1,000

ビジターグリーンフィ  

平日 12,000

土曜 17,000

日・祝日 17,000

キャディフィ 4,500
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経営者の視点による経営成績等の状況に関する分析・検討内容

(1）財政状態の分析

（流動資産）

　当事業年度末における流動資産の残高は、599,804千円（前事業年度末610,474千円）となり、10,670千円減少し

ました。主な要因は現金及び預金の減少17,822千円、営業未収入金の増加6,754千円、貯蔵品の増加1,418千円、仮

払金の減少1,276千円によるものであります。

 

（固定資産）

　当事業年度末における固定資産の残高は3,203,570千円（前事業年度末3,195,945千円）となり、7,624千円増加

しました。主な要因は有形固定資産の取得56,801千円、減価償却費48,738千円（有形固定資産44,137千円、無形固

定資産4,601千円）等によるものであります。

 

（流動負債）

　当事業年度末における流動負債の残高は201,592千円（前事業年度末126,501千円）となり、75,090千円増加しま

した。主な要因は「会計方針の変更」に記載のとおり、当事業年度の期首より、「収益認識会計基準」等を適用し

たこともあり前受金の増加86,179千円、１年内返済予定の長期借入金の増加3,236千円、未払金の減少10,148千

円、未払費用の増加2,841千円、預り金の減少7,018千円によるものであります。

 

（固定負債）

　当事業年度末における固定負債の残高は、2,954,999千円（前事業年度末2,972,256千円）となり、17,256千円減

少しました。主な要因は長期借入金の減少3,236千円、リース債務の減少1,917千円、長期未払金の減少377千円、

退職給付引当金の増加1,073千円、預り保証金の減少13,550千円によるものであります。

 

（純資産の部）

　当事業年度末における純資産の残高は646,782千円（前事業年度末707,661千円）となり、60,879千円減少しまし

た。この要因は「会計方針の変更」に記載のとおり、当事業年度の期首より「収益認識会計基準」等を適用し、繰

越利益剰余金から累積的影響額を前受金へ85,579千円振替したこと及び当期純利益による繰越利益剰余金の増加

24,612千円、その他有価証券評価差額金の増加87千円によるものであります。
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(2）経営成績の分析

（売上高）（営業収入）

　売上高につきましては、会員収入は前事業年度に比し3,747千円（2.6％）の減収、ゴルフ場収入では入場者数が

増加したことで22,090千円（4.2％）の増収、食堂等収入は1,147千円（2.7％）の増収、この結果営業収入は前事

業年度に比し19,489千円（2.7％）増収の734,307千円となりました。

 

（営業費用）

　営業費用につきましては、徹底したコスト削減など合理化を進めたものの、設備老朽化対策に伴う修繕維持関連

費用が増加したことにより前事業年度に比し20,614千円（3.0％）増の713,111千円となりました。

 

（営業利益）

　営業利益につきましては、営業収入は19,489千円増の734,307千円、営業費用は20,614千円増の713,111千円、こ

の結果、営業利益は前事業年度に比し1,124千円（5.0％）減の21,195千円となりました。

 

（経常利益）

　経常利益につきましては、営業利益21,195千円に営業外収益5,775千円、営業外費用357千円を加減して前事業年

度に比し5,896千円（18.1％）減の26,614千円となりました。

 

（当期純利益）

　当期純利益につきましては、経常利益26,614千円に、特別損失1,386千円を減じて、税引前当期純利益は25,228

千円、法人税、住民税及び事業税616千円を減じて、当期純利益は前事業年度に比し5,471千円（28.6％）増の

24,612千円となりました。

 

(3）キャッシュ・フローの分析・検討内容並びに資本の財源及び資金の流動性に係る情報

１．キャッシュ・フロー計算書に係る分析

　当事業年度におけるキャッシュ・フローの分析につきましては、「第２　事業の状況　３　経営者による財政状

態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析　経営成績等の状況の概要　(2）キャッシュ・フロー」に記載

のとおりであります。

 

２．資金需要の主な内容

　当社の資金需要は主に大きく分けて運転資金需要と設備資金需要があります。

　運転資金需要の主なものは人件費、仕入れ及び一般管理費等営業費用によるものであります。また、設備資金需

要の主なものはコースの補修改修の費用、建物や構築物等固定資産の購入と修繕によるものであります。

 

３．財務政策

　当社は運転資金につきましては、内部資金または借入により資金調達をすることとしております。また、設備資

金につきましては、設備投資計画に基づき、運転資金同様内部資金または借入により資金調達をすることとしてお

ります。

 

(4）重要な会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

　当社の財務諸表は、わが国において一般に公正妥当と認められている会計基準に基づき作成しております。この

財務諸表を作成するにあたって、資産、負債、収益及び費用の報告額に影響を及ぼす見積り及び仮定を用いており

ますが、これらの見積り及び仮定に基づく数値は実際の結果と異なる可能性があります。

　なお、重要な会計方針及び見積りに関しては、第５「経理の状況」（重要な会計上の見積り）に記載のとおりで

あります。

 

　新型コロナウイルスの感染拡大による影響について重要性があると認められる会計上の見積りに関しては、第５

「経理の状況」（追加情報）に記載のとおりであります。
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４【経営上の重要な契約等】

　該当事項はありません。

 

５【研究開発活動】

　該当事項はありません。
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第３【設備の状況】

１【設備投資等の概要】

　当期の設備投資は、維持更新等を中心に56百万円実施いたしました。

　主な投資は、建物16百万円、構築物16百万円、機械及び装置２百万円、車両運搬具12百万円、工具、器具及び備品

９百万円であります。

 

２【主要な設備の状況】

　当社の主要な設備は、以下のとおりであります。

事業所名
（所在地）

設備の内容

帳簿価額

従業員数
（人）

建物及び
構築物
（千円）

コース
（千円）

土地
（千円）
(面積千㎡)

その他
（千円）

合計
（千円）

本社

（富山県富山市）
ゴルフ場 470,866 967,465

1,412,177

（1,302）

〔27〕

295,337 3,145,847
46

（72）

（注）１．帳簿価額のその他の内訳は、機械及び装置22,368千円、車両運搬具17,313千円、工具、器具及び備品93,844

千円、立木161,810千円であります。

２．土地の〔　〕は、貸借している土地の面積で外書であります。

３．従業員数の（　）は、平均臨時従業員数で外書であります。

４. 当社は、ゴルフ場事業及びこれに付帯する業務の単一セグメントであるため、セグメント別の記載はしてお

りません。

 

 

３【設備の新設、除却等の計画】

　該当事項はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 12,000

計 12,000

 

②【発行済株式】

種類
事業年度末現在発行数

（株）
（2022年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（2022年12月16日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 9,000 9,000 該当なし
当社は単元株制度を採

用しておりません。

計 9,000 9,000 － －

（注）　当社の株式を譲渡により取得するには、取締役会の承認を要する旨定款に定めております。

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　該当事項はありません。

 

②【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

③【その他の新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

2019年２月１日

（注）
－ 9,000 △350,000 100,000 － 7,500

（注）2018年12月12日開催の第60期定時株主総会における資本金の額の減少決議に基づくその他資本剰余金への振替で

あり、減資割合は77.7％であります。
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（５）【所有者別状況】

2022年９月30日現在
 

区分

株式の状況

端株の状況
政府及び地
方公共団体

金融機関
金融商品
取引業者

その他の法
人

外国法人等
個人その他 計

個人以外 個人

株主数（人） 3 5 － 110 － － 980 1,098 －

所有株式数

（株）
72 279 － 2,735 － － 5,914 9,000 －

所有株式数の

割合（％）
0.8 3.1 － 30.4 － － 65.7 100.0 －

 

（６）【大株主の状況】

  2022年９月30日現在

氏名又は名称 住所 所有株式数（株）

発行済株式（自己株
式を除く。）の総数
に対する所有株式数
の割合（％）

北陸電力株式会社 富山市牛島町15－1 360 4.0

株式会社北陸銀行 富山市堤町通り1－2－26 150 1.7

北日本放送株式会社 富山市牛島町10－18 120 1.3

伏木海陸運送株式会社 高岡市伏木湊町5－1 113 1.2

ＹＫＫ株式会社 東京都千代田区神田和泉町１ 96 1.1

立山科学株式会社 富山市下番30 78 0.9

富山地方鉄道株式会社 富山市桜町1－1－36 75 0.8

株式会社不二越 富山市不二越本町1－1－1 60 0.7

富山通運株式会社 富山市八町3309 54 0.6

株式会社富山第一銀行 富山市西町5-1 51 0.6

計 － 1,157 12.9
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

2022年９月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） － － －

完全議決権株式（その他）
普通株式

9,000

 

9,000
－

端株 － － －

発行済株式総数 9,000 － －

総株主の議決権 － 9,000 －

 

②【自己株式等】

2022年９月30日現在
 

所有者の氏名又は
名称

所有者の住所
自己名義所有株式
数（株）

他人名義所有株式
数（株）

所有株式数の合計
（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

－ － － － － －

計 － － － － －
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２【自己株式の取得等の状況】

【株式の種類等】　該当事項はありません。

（１）【株主総会決議による取得の状況】

　該当事項はありません。

 

（２）【取締役会決議による取得の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【株主総会決議又は取締役会決議に基づかないものの内容】

　該当事項はありません。

 

（４）【取得自己株式の処理状況及び保有状況】

　該当事項はありません。

 

３【配当政策】

　当社の株主は一定の条件の下でその所有株式数に応じて、会社が経営する呉羽カントリークラブの会員権を取得す

る資格を有しておりますが、経営努力に基づくゴルフ場施設及びサービスの内容の充実により株主に利益還元を図る

基本方針のもと、利益配当を行なっておりません。なお、利益留保についてはゴルフ場施設の充実に活用することと

しております。

　なお、当社の剰余金配当の決定機関は、株主総会であります。
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４【コーポレート・ガバナンスの状況等】

（１）【コーポレート・ガバナンスの概要】

①コーポレート・ガバナンスに関する基本的な考え方

　当社は、企業価値の向上を図り、株主及び会員に対して経営の透明性、信頼性を高めるため、より健全な経営

体制の確立に努めております。

　当社は株主を主たる会員制のゴルフ場、呉羽カントリークラブを経営しており、経営努力に基づくゴルフ場施

設、及びサービスの内容の充実により、利益還元を図ることを基本方針に掲げております。

　当社のコーポレート・ガバナンスに関する基本的な考え方は、この基本方針の実現を目的としており、ゴルフ

場経営の変化に迅速に対応できる組織体制造りと、内部統制体制の構築に努めております。また、会員で組織す

る理事会と協調し、会員からの意見も経営に反映させており、同時に、会社の経営状況を会員に開示して、経営

の透明化を図っております。

 

②会社の機関について

a.　会社の機関について

　当社は監査役制度を採用しており、2022年12月16日現在、取締役は20名（うち社外取締役17名）、監査役は

３名（社外監査役）であります。監査役は取締役会及び重要な会議に出席し意見を述べるとともに、経営方針

の決定経過及び業務執行を監視しております。

 

b.　会社の機関の内容及び内部統制システム整備の状況

　当社の内部統制システムといたしましては、経営管理は理事会からの意見も取り入れ、取締役会を中心に営

業推進会議で営業方針を試案し、取締役会の承認後、キャップ会議で具体的対策を決定し実行いたします。

 

　ゴルフ場の運営管理は理事会を意思決定機関として、取締役会と協調しながら諮問機関に12の委員会を設置

し、ゴルフ場運営が円滑に図れるよう実施いたしております。

 

　当社の機関及び組織体制は次の通りです。
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c.　リスク管理体制の整備状況

　当社のリスク管理体制としては、取締役会と理事会が中心となり、社外の見識者からの意見も聞き、経営管

理、運営管理、その他業務全体のリスクに迅速に対応できるような体制の強化に努め、会員が快適なクラブライ

フを堪能して頂けるよう、経営の更なる健全化に努めております。

 

d.　役員報酬

　当事業年度における当社の取締役及び監査役に対する報酬は次の通りであります。

取締役　　21,800千円（社内取締役２名）

監査役　　　　－千円

（注）　株主総会決議による報酬　取締役　年額 30,000千円以内

監査役　年額　5,000千円以内

 

e.　取締役の定数

　当社の取締役は20名以内とする旨定款に定めております。

 

f.　取締役選任決議の決議要件

　当社は、取締役の選任決議について、議決権を行使することができる株主の議決権の３分の１以上を有する株

主が出席した株主総会で、その議決権の過半数をもって行う旨定款で定めております。また取締役の選任決議は

累積投票によらない旨も定款に定めております。
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（２）【役員の状況】

①役員一覧

男性23名　女性－名　（役員のうち女性の比率－％）

役職名 氏名 生年月日 略歴 任期
所有
株式数
（株）

取締役社長

（代表取締役）

 
久和　進

 

1949年６月22日生

2010年４月 北陸電力株式会社代表取締役社

長（現在相談役） （注）３ －

2018年12月 当社取締役社長（現在）

専務取締役支配人 若宮　春樹 1952年10月27日生

1975年５月 当社入社

（注）３ 6

2001年６月 当社支配人

2001年12月 当社取締役支配人

2009年12月

2016年12月

当社常務取締役支配人

当社専務取締役支配人（現在）

取締役
水口　昭一郎

（注）１
1934年６月16日生

1979年７月 立山科学工業株式会社（現立山

科学株式会社）代表取締役社長

（現在代表取締役会長）
（注）３ 6

2000年12月 当社取締役（現在）

取締役

 
金岡　純二

（注）１

1938年11月24日生

1981年３月

 
1983年３月

1989年２月

 
2004年12月

株式会社富山相互銀行取締役社

長

当社監査役

株式会社富山第一銀行取締役頭

取（現在代表取締役会長）

当社取締役（現在）

（注）３ －

取締役
中井　敏郎

（注）１
1944年10月20日生

1987年７月 東亜薬品株式会社代表取締役社

長（現在会長） （注）３ 6

2008年12月 当社取締役（現在）

取締役
山田　岩男

（注）１
1951年２月27日生

2009年６月 富山電気ビルデイング株式会社

取締役社長（現在） （注）３ 6

2014年12月 当社取締役（現在）

取締役
中西　修

（注）１
1956年３月24日生

2015年６月 富山テレビ放送株式会社代表取

締役社長（現在） （注）３ －
2015年12月 当社取締役（現在）

取締役
品川　祐一郎

（注）１
1970年８月28日生

2008年２月

 

 
2016年12月

富山トヨタ自動車株式会社（現

トヨタモビリティ富山株式会

社）代表取締役社長（現在）

当社取締役（現在）

（注）３ －

取締役
矢野　茂

（注）１
1957年８月29日生

2018年６月

 
2018年12月

北陸電気工事株式会社代表取締

役社長（現在）

当社取締役（現在）

（注）３ －

取締役
山口　昌広

（注）１
1959年１月17日生

1997年12月

 
2018年12月

北酸株式会社代表取締役社長

（現在）

当社取締役（現在）

（注）３ －

取締役
瀧脇　俊彦

（注）１
1953年10月23日生

2019年６月

 
2019年12月

北日本放送株式会社代表取締役

社長（現在）

当社取締役（現在）

(注）３ －

取締役
中井　環

（注）１
1955年２月４日生

2019年２月

 
2019年12月

リードケミカル株式会社代表取

締役社長（現在）

当社取締役（現在）

（注）３ －
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役職名 氏名 生年月日 略歴 任期
所有
株式数
（株）

取締役
浅野　慎一

（注）１
1958年11月10日生

2019年12月

2020年４月

 

当社取締役（現在）

YKK株式会社副社長黒部事業所

長（現在）

（注）３ －

取締役
坂本　淳

（注）１
1964年10月10日生

2019年２月

 
2019年12月

株式会社不二越代表取締役社長

（現在）

当社取締役（現在）

（注）３ －

取締役 大庭　正幸 1961年１月２日生

2016年７月

2018年12月

2020年12月

当社入社

当社執行役員副支配人

当社取締役副支配人（現在）

（注）３ －

取締役
金井　豊

（注）１
1954年10月19日生

2021年６月

 
2022年12月

北陸電力株式会社代表取締役会

長（現在）

当社取締役（現在）

（注）３ －

取締役
庵　栄伸

（注）１
1956年８月20日生

2013年６月

 
2013年６月

 
2022年11月

2022年11月

 
2022年12月

株式会社ほくほくフィナンシャ

ルグループ代表取締役社長

株式会社北陸銀行代表取締役頭

取（現在代表取締役会長）

富山商工会議所会頭（現在）

富山県商工会議所連合会会長

（現在）

当社取締役（現在）

（注）３ －

取締役
麦野　英順

（注）１
1957年３月18日生

2013年６月

 
2013年６月

 
2017年４月

 
2022年12月

株式会社ほくほくフィナンシャ

ルグループ取締役

株式会社北陸銀行代表取締役会

長（現在特別顧問）

富山経済同友会代表幹事（現

在）

当社取締役（現在）

（注）３ －

取締役
浦　俊夫

（注）１
1957年11月18日生

2022年９月

 
2022年12月

伏木海陸運送株式会社代表取締

役副社長（現在）

当社取締役（現在）

（注）３ －

取締役
蒲地　誠

（注）１
1961年８月18日生

2022年１月

 
2022年12月

株式会社北日本新聞社代表取締

役社長（現在）

当社取締役（現在）

（注）３ －

監査役
辻川　徹

（注）２
1954年７月10日生

2015年６月 富山地方鉄道株式会社代表取締

役社長（現在） （注）４ －

2015年12月 当社監査役（現在）

監査役
山地　清

（注）２
1950年３月15日生

2009年６月

2019年12月

富山信用金庫理事長（現在）

当社監査役（現在）
（注）４ －

監査役
中沖　雄

（注）２
1962年７月18日生

2020年５月

 
2020年12月

株式会社富山銀行代表取締役頭

取（現在）

当社監査役（現在）

（注）４ －

    計 24

（注）１. 社外取締役であります。

　　　２. 社外監査役であります。

　　　３．2022年12月15日開催の定時株主総会の終結の時から２年間

　　　４．2019年12月17日開催の定時株主総会の終結の時から４年間

 

②社外役員の状況

　当社の社外取締役（17名）と社外監査役（３名）が保有する当社の株式の保有状況は「①役員一覧」に記載

の通りであります。会員登録している社外取締役、社外監査役は、他の会員と同一条件の保証金を預託してお

ります。当社との個人取引、社外取締役及び社外監査役が取締役等に就任している会社との取引につきまして

も、規定料金及び一般取引先の取引と同一条件であり、当社との重要な利害関係はありません。
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（３）【監査の状況】

①　監査役監査の状況

　当社の監査役は３名であり、取締役会及び重要な会議に出席し、経営方針の決定経過及び業務執行を監視す

るとともに提言、助言を行い適正な取締役会運営の遂行や、経営全体に対する監視を行っております。

 

②　内部監査の状況

　内部監査につきましては、独立した内部監査部門を設けておりませんが、当社の社外監査役（３名）が業務

執行の妥当性、管理体制の遵守等幅広く検証し、業務改善の指導、確認等をおこなっております。

 

③　会計監査の状況

a.　監査法人の名称

　北陸監査法人

b.　監査継続期間

　2021年以降

c.　業務を執行した公認会計士

　代表社員　　松村　篤樹

d.　監査業務に係る補助者の構成

　当社の会計監査業務に係る補助者は、公認会計士２名で構成されております。

e.　監査法人の選定方針と理由

　当社は監査法人を選定するに当たり、監査法人の監査体制、監査報酬等の合理性及び監査法人が過去２年

間に業務停止処分を受けていないか等を総合的に判断し選定する方針としており、上記監査法人に監査業務

を委託しております。

 

 

④　監査報酬の内容等

a.　監査公認会計士等に対する報酬

前事業年度 当事業年度

監査証明業務に基づく報酬
（千円）

非監査業務に基づく報酬
（千円）

監査証明業務に基づく報酬
（千円）

非監査業務に基づく報酬
（千円）

2,800 － 2,800 －

 

b.監査公認会計士等と同一ネットワークに対する報酬（a.を除く）

　該当事項はありません。

 

c.　その他の重要な監査証明業務に基づく報酬の内容

　該当事項はありません。

 

d.　監査報酬の決定方針

　該当事項はありません。
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（４）【役員の報酬等】

　当社は非上場会社でありますので、記載すべき事項はありません。

　なお、役員報酬の内容につきましては、「４　コーポレート・ガバナンスの状況等　(１)コーポレート・ガバ

ナンスの概要」に記載しております。

 

 

（５）【株式の保有状況】

　当社は非上場会社でありますので、記載すべき事項はありません。
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第５【経理の状況】

１．財務諸表の作成方法について
　当社の財務諸表は、「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（昭和38年大蔵省令第59号）に基づい

て作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、事業年度（自2021年10月１日　至2022年９月30日）

の財務諸表について、北陸監査法人により監査を受けております。

 

３．連結財務諸表について
　当社は子会社がありませんので、連結財務諸表を作成しておりません。

 

　４．　財務諸表等の適正性を確保するための特段の取組について

　当社は、財務諸表等の適正性を確保するための特段の取組みとして、会計基準等の内容を適切に把握し、又は会計

基準等の変更等について的確に対応できる体制を整備するため、監査法人及び専門的知識、情報を有する団体等が行

う研修会、説明会へ参加しております。
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１【財務諸表等】

（１）【財務諸表】

①【貸借対照表】

  (単位：千円)

 
前事業年度

(2021年９月30日)
当事業年度

(2022年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 550,729 532,906

営業未収入金 42,112 48,866

貯蔵品 10,894 12,312

その他 6,738 5,718

流動資産合計 610,474 599,804

固定資産   

有形固定資産   

建物 1,370,532 1,381,903

減価償却累計額 △1,095,321 △1,104,510

建物（純額） 275,210 277,393

構築物 1,527,742 1,543,747

減価償却累計額 △1,336,257 △1,350,274

構築物（純額） 191,484 193,473

機械及び装置 399,157 398,130

減価償却累計額 △374,748 △375,761

機械及び装置（純額） 24,408 22,368

車両運搬具 129,833 136,716

減価償却累計額 △119,431 △119,403

車両運搬具（純額） 10,402 17,313

工具、器具及び備品 284,329 278,698

減価償却累計額 △192,737 △184,853

工具、器具及び備品（純額） 91,591 93,844

コース 967,465 967,465

土地 1,412,177 1,412,177

立木 161,810 161,810

有形固定資産合計 3,134,551 3,145,847

無形固定資産   

電話加入権 331 331

ソフトウエア 7,216 4,357

リース資産 5,955 4,212

無形固定資産合計 13,502 8,900

投資その他の資産   

投資有価証券 41,934 42,021

長期前払費用 5,957 6,800

投資その他の資産合計 47,891 48,821

固定資産合計 3,195,945 3,203,570

資産合計 3,806,420 3,803,374
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  (単位：千円)

 
前事業年度

(2021年９月30日)
当事業年度

(2022年９月30日)

負債の部   

流動負債   

１年内返済予定の長期借入金 － 3,236

リース債務 1,917 1,917

未払金 64,611 54,463

未払費用 31,639 34,480

未払法人税等 616 616

前受金 － 86,179

預り金 27,717 20,699

流動負債合計 126,501 201,592

固定負債   

長期借入金 360,000 356,764

リース債務 4,633 2,716

長期未払金 377 －

保証金 1,462,000 1,459,100

株主、役員又は従業員からの保証金 1,071,375 1,060,725

退職給付引当金 54,625 55,699

役員退職慰労引当金 19,245 19,995

固定負債合計 2,972,256 2,954,999

負債合計 3,098,758 3,156,591

純資産の部   

株主資本   

資本金 100,000 100,000

資本剰余金   

資本準備金 7,500 7,500

その他資本剰余金 350,000 350,000

資本剰余金合計 357,500 357,500

利益剰余金   

その他利益剰余金   

繰越利益剰余金 251,833 190,866

利益剰余金合計 251,833 190,866

株主資本合計 709,333 648,366

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △1,672 △1,584

評価・換算差額等合計 △1,672 △1,584

純資産合計 707,661 646,782

負債純資産合計 3,806,420 3,803,374
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②【損益計算書】

  (単位：千円)

 
前事業年度

(自　2020年10月１日
　至　2021年９月30日)

当事業年度
(自　2021年10月１日
　至　2022年９月30日)

営業収入   

会員収入 144,858 141,110

ゴルフ場収入 526,918 549,009

食堂等収入 43,040 44,187

営業収入合計 714,817 ※１ 734,307

営業費用   

ハウスおよび一般管理費   

役員報酬 18,750 21,800

給料及び手当 100,591 102,298

福利厚生費 18,077 17,591

退職給付費用 3,885 1,688

役員退職慰労引当金繰入額 625 750

キャディ費 161,443 160,647

旅費及び交通費 4,475 4,966

通信費 6,081 5,865

事務用消耗品費 6,543 5,802

修繕維持費 14,897 18,668

水道光熱費 23,104 23,267

減価償却費 26,605 28,989

広告宣伝費 10,678 10,755

諸手数料 13,890 13,935

食堂等諸費 27,297 26,176

公租公課 24,850 28,870

競技費 12,672 13,397

雑費 32,581 37,771

ハウスおよび一般管理費合計 507,051 523,243

コース管理費   

給料及び手当 86,175 86,653

福利厚生費 13,999 14,214

補修改良費 14,570 19,937

消耗品費 37,926 35,146

減価償却費 19,346 19,748

雑費 13,427 14,168

コース管理費合計 185,445 189,868

営業費用合計 692,497 713,111

営業利益 22,320 21,195
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  (単位：千円)

 
前事業年度

(自　2020年10月１日
　至　2021年９月30日)

当事業年度
(自　2021年10月１日
　至　2022年９月30日)

営業外収益   

受取利息 1 1

有価証券利息 12 12

受取配当金 694 641

ゴルフ場利用税特別徴収取扱報償金 450 402

受取保険料 66 －

助成金収入 4,379 4,198

雑収入 4,981 520

営業外収益合計 10,585 5,775

営業外費用   

長期前払費用償却 288 357

雑損失 105 －

営業外費用合計 394 357

経常利益 32,511 26,614

特別損失   

固定資産除却損 ※２ 134 ※２ 1,386

投資有価証券評価損 12,620 －

特別損失合計 12,754 1,386

税引前当期純利益 19,757 25,228

法人税、住民税及び事業税 616 616

法人税等合計 616 616

当期純利益 19,140 24,612
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③【株主資本等変動計算書】

前事業年度（自　2020年10月１日　至　2021年９月30日）

      (単位：千円)

 株主資本 評価・換算差額等

純資産合計
 

資本金

資本剰余金 利益剰余金

株主資本合計
その他有価証券
評価差額金

 
資本準備金 その他資本剰余金

その他利益剰余金

 繰越利益剰余金

当期首残高 100,000 7,500 350,000 232,693 690,193 △9,896 680,296

当期変動額        

当期純利益    19,140 19,140  19,140

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）

     8,224 8,224

当期変動額合計 － － － 19,140 19,140 8,224 27,365

当期末残高 100,000 7,500 350,000 251,833 709,333 △1,672 707,661

 

当事業年度（自　2021年10月１日　至　2022年９月30日）

      (単位：千円)

 株主資本 評価・換算差額等

純資産合計
 

資本金

資本剰余金 利益剰余金

株主資本合計
その他有価証券
評価差額金

 
資本準備金 その他資本剰余金

その他利益剰余金

 繰越利益剰余金

当期首残高 100,000 7,500 350,000 251,833 709,333 △1,672 707,661

会計方針の変更による累積
的影響額    △85,579 △85,579  △85,579

会計方針の変更を反映した当
期首残高

100,000 7,500 350,000 166,254 623,754 △1,672 622,082

当期変動額        

当期純利益    24,612 24,612  24,612

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）

    － 87 87

当期変動額合計 － － － 24,612 24,612 87 24,699

当期末残高 100,000 7,500 350,000 190,866 648,366 △1,584 646,782
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④【キャッシュ・フロー計算書】

  (単位：千円)

 
前事業年度

(自　2020年10月１日
　至　2021年９月30日)

当事業年度
(自　2021年10月１日
　至　2022年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前当期純利益 19,757 25,228

減価償却費 45,952 48,738

退職給付引当金の増減額（△は減少） △8,309 1,073

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 625 750

受取利息及び受取配当金 △707 △655

固定資産除却損 134 1,386

投資有価証券評価損益（△は益） 12,620 －

助成金収入 △4,379 △4,198

売上債権の増減額（△は増加） 5,344 △6,754

棚卸資産の増減額（△は増加） 400 △1,418

仕入債務の増減額（△は減少） △3,976 5,972

預り保証金の増減額（△は減少） △30,150 △13,550

未払消費税等の増減額（△は減少） 16,002 △11,875

前受金の増減額（△は減少） － 600

預り金の増減額（△は減少） 12,753 △7,018

その他の流動資産の増減額（△は増加） 6,882 1,276

その他 △41 △8

小計 72,907 39,548

利息及び配当金の受取額 707 655

助成金の受取額 7,207 4,198

法人税等の支払額 △613 △608

営業活動によるキャッシュ・フロー 80,209 43,792

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △20,000 △20,000

定期預金の払戻による収入 20,000 20,000

有形固定資産の取得による支出 △12,465 △57,366

無形固定資産の取得による支出 △900 －

その他 △3,000 △1,200

投資活動によるキャッシュ・フロー △16,365 △58,566

財務活動によるキャッシュ・フロー   

長期借入れによる収入 20,000 －

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △1,917 △1,917

割賦債務の返済による支出 △1,131 △1,131

財務活動によるキャッシュ・フロー 16,950 △3,049

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 80,795 △17,822

現金及び現金同等物の期首残高 459,933 540,729

現金及び現金同等物の期末残高 ※１ 540,729 ※１ 522,906
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【注記事項】

（重要な会計方針）

１．有価証券の評価基準及び評価方法

　(1）有価証券

その他有価証券

①　市場価格のない株式等以外のもの

　時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均法により算定）

②　市場価格のない株式等

　移動平均法による原価法

 

２．棚卸資産の評価基準及び評価方法

　先入先出法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法により算定）

 

３．固定資産の減価償却の方法

　(1）有形固定資産

　定率法

　ただし、建物（附属設備を除く）並びに2016年４月１日以後に取得した建物附属設備及び構築物について

は定額法

　なお、主な資産の耐用年数は次のとおりであります。

建物 ８年～47年

構築物 ３年～50年

 

(2）無形固定資産（リース資産を除く）

　自社利用のソフトウェアについては社内における利用可能期間（５年）に基づく定額法

 

(3）リース資産

　所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産

　リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。

 

４．引当金の計上基準

(1）退職給付引当金

　従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務の見込み額を計上しております。

(2）役員退職慰労引当金

　常勤役員の退職慰労金の支出に備えるため、内規に基づく期末要支給額を計上しております。

 

５．キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲

　キャッシュ・フロー計算書における資金（現金及び現金同等物）は、手許現金、随時引き出し可能な預金

及び容易に換金可能であり、かつ、価値の変動について僅少なリスクしか負わない取得日から３ケ月以内に

償還期限の到来する短期投資からなっております。
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６．収益及び費用の計上基準

　当社の顧客との契約から生じる収益に関する事業における主な履行義務の内容及び当該履行義務を充足す

る通常の時点（収益を認識する通常の時点）は以下のとおりであります。

ゴルフ場経営事業

　当社は、ゴルフ場経営事業である呉羽カントリークラブの会員と入会契約により名義登録料を受領してお

ります。当該支払いは、将来の財又はサービスの移転に対するものであり、将来の一定の期間にわたり履行

義務が充足されると判断し、履行義務の充足に係る進捗度に基づき収益を認識しております。なお、進捗度

は会員の予想利用期間を勘案して合理的に見積もっております。

　また、当社の保有するゴルフ場及びその関連施設の利用を会員及びビジターに提供し、ゴルフ場利用時及

び売店食堂の財又はサービスの提供時に収益を認識しております。

 

７．その他財務諸表作成のための基礎となる事項

該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

呉羽観光株式会社(E04648)

有価証券報告書

31/56



（重要な会計上の見積り）

１．固定資産の減損

(1)当事業年度の財務諸表に計上した金額

 前事業年度 当事業年度

有形固定資産 3,134,551千円 3,145,847千円

無形固定資産 13,502千円 8,900千円

減損損失 －千円 －千円

 

(2)識別した項目に係る重要な会計上の見積りの内容に関する情報

①算出方法

　当社は固定資産について、資産又は資産グループから得られる営業損益の継続的なマイナス、又は継続的

なマイナス見込等を減損の兆候とし、翌事業年度及びその次の事業年度に営業損失が発生し、減損の兆候が

あると認められた場合には、減損損失の認識の要否を判定します。判定には割引前将来キャッシュ・フロー

の見積り金額を用いており、減損損失の認識が必要とされた場合には減損損失の測定を行い、帳簿価額が回

収可能価額を上回る金額を減損損失として計上します。

②重要な仮定

　将来キャッシュ・フローを算出するにあたっては、事業計画を基準として合理的な見積りを行います。

③翌事業年度の財務諸表に与える影響

　市場環境等の変化により事業計画を作成する際に前提とした条件や仮定に関する重大な変更が生じた場

合、減損処理の検討が必要となる可能性があります。

 

 

 

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」とい

う。）等を当事業年度の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又

はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。これにより、ゴルフ場

会員との入会契約の対価である名義登録料収入については、従来、契約開始時に収益を認識しておりました

が、履行義務の充足に係る合理的な期間を見積もり、当該進捗度に基づき一定の期間にわたり収益を認識する

方法に変更しております。

　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書に定める経過的な取扱いに従って

おり、当事業年度の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、当事業年度の期首の

繰越利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

　また、収益認識会計基準第82－２項に定める経過的な取扱いに従って、前事業年度について新たな表示方法

により組替えを行っておりません。

　この結果、収益認識会計基準等の適用を行う前と比べて、当事業年度の貸借対照表は、流動負債が86,179千

円増加しております。当事業年度の損益計算書は売上高、営業利益、経常利益及び税引前当期純利益はそれぞ

れ600千円減少しております。

　当事業年度のキャッシュ・フロー計算書は、税引前当期純利益は600千円減少し、営業活動によるキャッ

シュ・フローの前受金が同額増加しております。

　当事業年度の期首の純資産に累積的影響額が反映されたことにより、株主資本等変動計算書の繰越利益剰余

金の期首残高は85,579千円減少しております。

　当事業年度の１株当たり純資産額、１株当たり純利益はそれぞれ9,575円、66円減少しております。

　なお、収益認識会計基準第89－３項に定める経過的な取扱いに従って、前事業年度に係る「収益認識関係」

注記については記載しておりません。
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　（時価の算定に関する会計基準等の適用）

　　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号　2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

　う。）等を当事業年度の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基準」（企業

　会計基準第10号　2019年７月４日）第44－２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定め

　る新たな会計方針を将来にわたって適用することといたしました。なお、財務諸表に与える影響はありません

　。

　　また、「金融商品関係」注記において、金融商品の時価のレベルごとの内訳等に関する事項等の注記を行う

　ことといたしました。ただし、「金融商品の時価等の開示に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第19号

　2019年７月４日）第７－４項に定める経過的な取扱いに従って、当該注記のうち前事業年度に係るものについ

　ては記載しておりません。

 

 

 

（表示方法の変更）

　（キャッシュ・フロー計算書関係）

　　前事業年度において、「営業活動によるキャッシュ・フロー」の「その他」に含めていた「預り金の増減額

　（△は減少）」、「その他の流動資産の増減額（△は増加）」は、金額の重要性が増したため、当事業年度よ

　り独立掲記することとしました。この表示方法の変更を反映させるため、前事業年度の財務諸表の組替えを行

　っております。

　　この結果、前事業年度のキャッシュ・フロー計算書において、「営業活動によるキャッシュ・フロー」の「

　その他」に表示していた19,593千円は、「預り金の増減額（△は減少）」12,753千円、「その他の流動資産の

　増減額（△は増加）」6,882千円、「その他」△41千円として組替えております。

 

 

 

 

（追加情報）

（新型コロナウイルス感染症の拡大に伴う会計上の見積りについて）

　新型コロナウイルス感染症の世界的な流行や変異株の発生等により、当社の事業活動にも影響を及ぼしてお

りますが、新型コロナウイルス感染症を想定した新し生活様式の定着や、感染予防と経済活動の両立が世界的

な取り組みにより進んできており、当社への影響も低減してきております。一方で、変異株の発生や感染の再

拡大の収束時期の見通しは不透明な状況にあり、今後も当社の業績に影響が及ぶことが想定されます。

　当社では、新型コロナウイルス感染症拡大の影響は、2022年10月頃より徐々に収束し回復に向かうことを前

提としております。
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（損益計算書関係）

※１．顧客との契約から生じる収益

　　　売上高については、顧客との契約から生じる収益及びそれ以外の収益を区分して記載しておりません。

顧客との契約から生じる収益の金額は、財務諸表「注記事項（収益認識関係）１．顧客との契約から生じ

る収益を分解した情報」に記載しております。

 

※２. 固定資産除却損の内訳は次のとおりであります。

 
前事業年度

（自　2020年10月１日
至　2021年９月30日）

当事業年度
（自　2021年10月１日
至　2022年９月30日）

建物 －千円 239千円

構築物 37 ４

機械及び装置 － 184

車両運搬具 54 291

工具、器具及び備品 17 666

除　去　費　用 25 －

合　　　計 134 1,386
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（株主資本等変動計算書関係）

前事業年度（自　2020年10月１日　至　2021年９月30日）

発行済株式の種類及び総数に関する事項

 
当事業年度期首株式
数（株）

当事業年度増加株式
数（株）

当事業年度減少株式
数（株）

当事業年度末株式数
（株）

発行済株式     

普通株式 9,000 － － 9,000

計 9,000 － － 9,000

 

当事業年度（自　2021年10月１日　至　2022年９月30日）

発行済株式の種類及び総数に関する事項

 
当事業年度期首株式
数（株）

当事業年度増加株式
数（株）

当事業年度減少株式
数（株）

当事業年度末株式数
（株）

発行済株式     

普通株式 9,000 － － 9,000

計 9,000 － － 9,000

 

（キャッシュ・フロー計算書関係）

※１．現金及び現金同等物の期末残高と貸借対照表に記載されている科目の金額との関係

 
前事業年度

（自　2020年10月１日
至　2021年９月30日）

当事業年度
（自　2021年10月１日
至　2022年９月30日）

現金及び預金勘定 550,729千円 532,906千円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △10,000 △10,000

現金及び現金同等物 540,729 522,906

 

２．重要な非資金取引の内容

　該当事項はありません。

 

 

（リース取引関係）

（借主側）

所有権移転外ファイナンス・リース取引

(1）リース資産の内容

　　無形固定資産（ソフトウエア）であります。

(2）リース資産の減価償却方法

　　重要な会計方針「３．固定資産の減価償却方法」に記載のとおりであります。
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（金融商品関係）

１．金融商品の状況に関する事項

(1）金融商品に対する取組方針

　当社は、基本として自己資金内での資金計画を行なっております。資金運用につきましては安全性の高

い金融資産で運用し、投機的な取引を行なわない方針であります。

(2）金融商品の内容及びそのリスク並びにリスク管理体制

　当社の営業債権である営業未収入金は、顧客の信用リスクを内包しております。当該リスクに関して

は、顧客ごとの期日管理、残高管理を行なうと共に財務状況の悪化等による回収懸念の早期把握や軽減を

図っております。

　投資有価証券は主に株式であり、市場価格の変動リスクを内包しております。当該リスクに関しては、

定期的に時価や発行体企業の財務状況等を把握しております。

　営業債務である未払金、未払費用は１年以内の支払期日であります。借入金は、主に運転資金の調達を

目的としたものであり、償還日は決算日後、最長で13年後であります。

　保証金、株主、役員又は従業員からの保証金は会員からの預り金であり、クラブ規約に基づき償還請求

された場合には返済義務があることから流動性リスクを内包しております。当該リスクに関しては、資金

計画を作成、更新すると共に、一定の手許流動性を維持することなどにより管理しております。

(3）金融商品の時価等に関する事項についての補足説明

　金融商品の時価の算定において変動要因を織り込んでいるため、異なる前提条件等を採用することによ

り、当該価額が変動することもあります。

 

２．金融商品の時価等に関する事項

　貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりであります。

前事業年度（2021年９月30日）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

　区　　分  貸借対照表計上額 時　　価 差　　額

投資有価証券    

　その他有価証券 36,934 36,934 －

　資産計 36,934 36,934 －

長期借入金 360,000 351,781 △8,218

　負債計 360,000 351,781 △8,218

 

当事業年度（2022年９月30日）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

　区　　分  貸借対照表計上額 時　　価 差　　額

投資有価証券    

　その他有価証券 37,021 37,021 －

　資産計 37,021 37,021 －

長期借入金(１年内返済予定の

長期借入金を含む）
360,000 340,503 △19,496

　負債計 360,000 340,503 △19,496

 

（注）１．「現金及び預金」については、現金であること、及び預金は短期間で決済されるため、時価は帳

簿価額に近似するものであることから、記載を省略しております。また、「営業未収入金」、

「未払金」、「未払費用」は、短期間で決済されるため、時価は帳簿価額に近似するものである

ことから、記載を省略しております。
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　　 　　　（注）２．市場価格のない金融商品

　　　　　　前事業年度（2021年９月30日）　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

区　　分 貸借対照表計上額

非上場株式 5,000

資産計 5,000

保証金 1,462,000

株主、役員又は従業員からの保証金 1,071,375

負債計 2,533,375

 
　　　　　　当事業年度（2022年９月30日）　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

区　　分 貸借対照表計上額

非上場株式 5,000

資産計 5,000

保証金 1,459,100

株主、役員又は従業員からの保証金 1,060,725

負債計 2,519,525

　　　　　　非上場株式については、市場価格がなく、「投資有価証券」には含めておりません。

　　　　　　保証金、株主、役員又は従業員からの保証金は、償還時期が予測不可能であり、キャッシュ・フローを合

　　　　　　理的に見積もることができず、時価を把握することが極めて困難と認められるため、表には含めておりま

　　　　　　せん。

 

　　 　　　（注）３．金銭債権及び満期のある有価証券の決算日後の償還予定額

　　　　　　前事業年度（2021年９月30日）　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

 １年以内

現金及び預金 550,729

営業未収入金 42,112

合計 592,841

 
　　　　　　当事業年度（2022年９月30日）　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

 １年以内

現金及び預金 532,906

営業未収入金 48,866

合計 581,773
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　　 　　　（注）４．社債、長期借入金、リース債務及びその他の有利子負債の決算日後の返済予定額

　　　　　　前事業年度（2021年９月30日）　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

 
１年以内

（千円）

１年超２年以内

（千円）

２年超３年以内

（千円）

３年超４年以内

（千円）

４年超５年以内

（千円）

５年超

（千円）

長期借入金 － 3,236 15,896 21,828 36,768 282,272

合計 － 3,236 15,896 21,828 36,768 282,272

 

　　　　　　当事業年度（2022年９月30日）　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

 
１年以内

（千円）

１年超２年以内

（千円）

２年超３年以内

（千円）

３年超４年以内

（千円）

４年超５年以内

（千円）

５年超

（千円）

長期借入金 3,236 15,896 21,828 36,768 36,768 245,504

合計 3,236 15,896 21,828 36,768 36,768 245,504

 

 

３．金融商品の時価のレベルごとの内訳等に関する事項

　金融商品の時価を、時価の算定に係るインプットの観察可能性及び重要性に応じて、以下の３つのレベル

に分類しております。

　レベル１の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、活発な市場において形成される当該時

　　　　　　　　　価の算定対象となる資産又は負債に関する相場価格により算定した時価

　レベル２の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、レベル１のインプット以外の時価の算

　　　　　　　　　定に係るインプットを用いて算定した時価

　レベル３の時価：観察できない時価の算定に係るインプットを使用して算定した時価

　時価の算定に重要な影響を与えるインプットを複数使用している場合には、それらのインプットがそれぞ

れ属するレベルのうち、時価の算定における優先順位が最も低いレベルに時価を分類しております。

　なお、企業会計基準適用指針第31号「時価の算定に関する会計基準の適用指針」第26項に従い経過措置を

適用した投資信託及び市場価格のない株式等は、下表に含めておりません。

 

 

(1）時価で貸借対照表に計上している金融商品

当事業年度（2022年９月30日）

区分
時価（千円）

レベル１ レベル２ レベル３ 合計

投資有価証券     

　その他有価証券     

　　株式 20,971 － － 20,971

　　国債・地方債等 － － － －

　　社債 － － － －

　　その他 － － － －

資産計 20,971 － － 20,971

※投資信託の時価は本表には含めておりません。貸借対照表における投資信託計上額は16,049千円となります。
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(2）時価で貸借対照表に計上している金融商品以外の金融商品

当事業年度（2022年９月30日）

区分
時価（千円）

レベル１ レベル２ レベル３ 合計

長期借入金（１年内返済予定の長期借

入金を含む）
－ 340,503 － 340,503

負債計 － 340,503 － 340,503

（注）　時価の算定に用いた評価技法及び時価の算定に係るインプットの説明

その他有価証券

　上場株式及びその他は相場価格を用いて評価しています。上場株式及びその他は活発な市場で取引されているため、

その時価をレベル１の時価に分類しております。

 

長期借入金（１年内返済予定の長期借入金を含む）

　長期借入金の時価は、元金利の合計額を、新規に同様の借入を行った場合に想定される利率で割り引いた現在価値に

より算定しており、レベル２の時価に分類しております。
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（有価証券関係）

１．その他有価証券

　　　　　 　前事業年度（2021年９月30日）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　 （単位：千円）

 種　　類 貸借対照表計上額 取得原価 差　　額

貸借対照表計上額が取得

原価を超えるもの

(1) 株式 2,261 2,210 51

(2) 債券    

　　　国債・地方債等 － － －

　　　社債 － － －

　　　その他 － － －

(3) その他 16,354 14,976 1,377

小計 18,615 17,186 1,428

貸借対照表計上額が取得

原価を超えないもの

(1) 株式 18,318 21,419 △3,101

(2) 債券    

　　　国債・地方債等 － － －

　　　社債 － － －

　　　その他 － － －

(3) その他 － － －

小計 18,318 21,419 △3,101

合計 36,934 38,606 △1,672

　　　　　　（注）非上場株式（貸借対照表計上額5,000千円）については、市場価格がなく時価を把握することが極

　　　　　　　　　めて困難と認められることから、上表の「その他有価証券」には含めておりません。

 

　　　　　 　当事業年度（2022年９月30日）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　 （単位：千円）

 種　　類 貸借対照表計上額 取得原価 差　　額

貸借対照表計上額が取得

原価を超えるもの

(1) 株式 8,100 5,920 2,180

(2) 債券    

　　　国債・地方債等 － － －

　　　社債 － － －

　　　その他 － － －

(3) その他 16,049 14,976 1,073

小計 24,149 20,896 3,253

貸借対照表計上額が取得

原価を超えないもの

(1) 株式 12,871 17,709 △4,837

(2) 債券    

　　　国債・地方債等 － － －

　　　社債 － － －

　　　その他 － － －

(3) その他 － － －

小計 12,871 17,709 △4,837

合計 37,021 38,606 △1,584

　　　　　　（注）非上場株式（貸借対照表計上額5,000千円）については、市場価格のない株式等であることから、上

　　　　　　　　　表の「その他有価証券」には含めておりません。
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２．売却したその他有価証券

　　　　　　 前事業年度（自　2020年10月１日　至　2021年９月30日）

　　　　　　　 該当事項はありません。

 

　　　　　　 当事業年度（自　2021年10月１日　至　2022年９月30日）

　　　　　　　 該当事項はありません。

 

 

３.減損処理を行った有価証券

　　　　　　 前事業年度（自　2020年10月１日　至　2021年９月30日）

　　　　　　　 その他有価証券について12,620千円減損処理を行っております。

　　　　　　　 なお、減損処理にあたっては、期末における時価が取得原価に比べ50％以上下落した場合には全て減損

　　　　　　 処理を行い、30～50％程度下落した場合には、回復可能性等を考慮して必要と認められた額について減損

　　　　　　 処理を行っております。

 

　　　　　　 当事業年度（自　2021年10月１日　至　2022年９月30日）

　　　　　　　 該当事項はありません。

 

（デリバティブ取引関係）

当社は、デリバティブ取引を利用していないので、該当事項はありません。
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（退職給付関係）

１．採用している退職給付制度の概要

　当社は、確定給付型の制度として退職一時金制度を採用しております。当社が有する退職一時金制度

は、簡便法により退職給付引当金及び退職給付費用を計算しております。

 

２．簡便法を適用した確定給付制度

(1) 簡便法を適用した制度の、退職給付引当金の期首残高と期末残高の調整表

 

前事業年度

(自　2020年10月１日

至　2021年9月30日)

当事業年度

(自　2021年10月１日

至　2022年9月30日)

退職給付引当金の期首残高 62,934千円 54,625千円

　退職給付費用 3,885 1,688

　退職給付の支払額 12,195 614

退職給付引当金の期末残高 54,625 55,699

 

(2) 退職給付債務と貸借対照表に計上された退職給付引当金との調整表

 
前事業年度

(2021年9月30日)

当事業年度

(2022年9月30日)

非積立型制度の退職給付債務 54,625千円 55,699千円

貸借対照表に計上された負債 54,625 55,699

 

退職給付引当金 54,625千円 55,699千円

貸借対照表に計上された負債 54,625 55,699

 

(3) 退職給付費用

簡便法で計算した退職給付費用 前事業年度　　3,885千円 当事業年度　　1,688千円
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（税効果会計関係）

１．繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳

　（単位：千円）

 
前事業年度

（2021年９月30日）
 

当事業年度
（2022年９月30日）

繰延税金資産    

賞与引当金 4,062  4,517

未払事業所税 1,407  1,407

退職給付引当金 18,572  18,937

役員退職慰労引当金 6,543  6,798

投資有価証券評価損 5,050  2,677

その他有価証券評価差額金 568  538

税務上の繰越欠損金(注)２ 29,321  33,505

繰延税金資産小計 65,526  68,381

税務上の繰越欠損金に係る評価性引当額(注)２ △29,321  △33,505

将来減算一時差異等の合計に係る評価性引当額 △36,204  △34,876

評価性引当額小計(注)１ △65,526  △68,381

繰延税金資産合計 －  －

    

繰延税金負債    

その他有価証券評価差額金 －  －

繰延税金負債合計 －  －

繰延税金負債の純額 －  －

 

(注)１　評価性引当額が2,855千円増加しております。この増加の主な内容は、税務上の繰越欠損金に係る

評価性引当額の増加及び投資有価証券評価損に係る評価性引当額の減少によるものであります。

(注)２　税務上の繰越欠損金及び繰延税金資産の繰越期限別の金額

前事業年度（2021年９月30日）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

 １年以内
１年超

２年以内

２年超

３年以内

３年超

４年以内

４年超

５年以内
５年超 合計

税務上の繰越欠損金

（※1）
－ － － － － 29,321 29,321

評価性引当額 － － － － － △29,321 △29,321

繰延税金資産 － － － － － － －

（※1）税務上の繰越欠損金は、法定実効税率を乗じた額であります。

 

当事業年度（2022年９月30日）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

 １年以内
１年超

２年以内

２年超

３年以内

３年超

４年以内

４年超

５年以内
５年超 合計

税務上の繰越欠損金

（※1）
－ － － － － 33,505 33,505

評価性引当額 － － － － － △33,505 △33,505

繰延税金資産 － － － － － － －

（※1）税務上の繰越欠損金は、法定実効税率を乗じた額であります。
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２．法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担率との間に重要な差異があるときの、当該差異の原因

となった主要な項目別の内訳

 
前事業年度

（2021年９月30日）
 

当事業年度
（2022年９月30日）

法定実効税率 34.0％  34.0％

（調整）    

住民税均等割 3.1  2.4

受取配当金等永久に益金に算入されない項目 △1.2  △0.1

評価性引当額の増減 △32.8  △33.9

税効果会計適用後の法人税等の負担率 3.1  2.4

 

 

（持分法損益等）

　該当事項はありません。

 

（資産除去債務関係）

　該当事項はありません。
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（収益認識関係）

１．顧客との契約から生じる収益を分解した情報

当事業年度（自　2021年10月１日　至　2022年９月30日）　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

 プレー収入
名義登録料

収入
年会費収入

食堂委託

収入
売店収入 合計

一時点で移転される

サービス
549,009 － － 26,128 18,059 593,196

一定の期間にわたり

移転されるサービス
－ 41,100 100,010 － － 141,110

顧客との契約から生

じる収益
549,009 41,100 100,010 26,128 18,059 734,307

外部顧客への売上高 549,009 41,100 100,010 26,128 18,059 734,307

 

２．顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報

　　財務諸表「注記事項（重要な会計方針）６．収益及び費用の計上基準」に同一の内容を記載しているため、

　注記を省略しております。

 

３．顧客との契約に基づく履行義務の充足と当該契約から生じるキャッシュ・フローとの関係並びに当事業年度

　末において存在する顧客との契約から翌事業年度以降に認識すると見込まれる収益の金額及び時期に関する情

　報

（１）契約負債の残高

 当事業年度

前受金（期首残高） 85,579千円

前受金（期末残高） 86,179千円

　前受金は、顧客（会員）が入会時に支払った名義登録料から生じたものであり、一定の期間にわたり均等に収

益を認識することに伴い取り崩されます。なお当該支払いの見返りとして、名義登録料は顧客（会員）の予想利

用期間にわたり、均等に収益を認識しております。

　当事業年度に認識した収益額のうち、期首現在の前受金残高に含まれていた額は33,584千円であります。ま

た、当事業年度において発生した名義登録料41,700千円のうち34,184千円を前受金として繰り延べた結果、差引

600千円の増加となりました。

 

（２）残存履行義務に分配した取引価格

　残存履行義務に分配した取引価格の総額及び収益の認識が見込まれる期間は、以下の通りであります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

 当事業年度

2023年９月期

（2022年９月期から１年以内）
33,882

2024年９月期～2026年９月期

（2022年９月期から１年超５年以内）
52,297

合計 86,179
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

　当社は、ゴルフ場事業及びこれに付帯する業務の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

 

【関連情報】

１．製品及びサービスごとの情報

　単一の製品・サービスの区分の外部顧客への売上高が損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を

省略しております。

 

２．地域ごとの情報

(1）売上高

　本邦の外部顧客への売上高が損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を省略しております。

 

(2）有形固定資産

　本邦に所在している有形固定資産の金額が貸借対照表の有形固定資産の金額の90％を超えるため、記載

を省略しております。

 

３．主要な顧客ごとの情報

　外部顧客への売上高の中で、損益計算書の売上高の10％以上を占める相手先がないため、記載を省略し

ております。

 

 

【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】

　該当事項はありません。

 

 

【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】

　該当事項はありません。

 

 

【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】

　該当事項はありません。

 

 

【関連当事者情報】

　　該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

前事業年度
（自　2020年10月１日
至　2021年９月30日）

当事業年度
（自　2021年10月１日
至　2022年９月30日）

 
１株当たり純資産額 78,629円

１株当たり当期純利益 2,126円
　

 
１株当たり純資産額 71,864円

１株当たり当期純利益 2,734円
　

　なお、潜在株式調整後１株当たり当期純利益について

は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり当期純利益について

は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
 
（注）　１株当たり当期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前事業年度

（自　2020年10月１日
至　2021年９月30日）

当事業年度
（自　2021年10月１日
至　2022年９月30日）

当期純利益（千円） 19,140 24,612

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る当期純利益（千円） 19,140 24,612

普通株式の期中平均株式数（株） 9,000 9,000

 

⑤【附属明細表】

【有価証券明細表】

【株式】

銘柄 株式数（株）
貸借対照表計上額
（千円）

投資有価証

券

その他有価

証券

北陸電力（株） 10,613 5,157

（株）富山第一銀行 20,000 8,100

（株）富山銀行 1,000 1,736

（株）ほくほくフィナンシャルグループ 7,000 5,978

富山ウエスト開発（株） 100 5,000

小計 38,713 25,971

計 38,713 25,971

 

【その他】

種類及び銘柄 投資口数等（口）
貸借対照表計上額
（千円）

投資有価証

券

その他有価

証券

日興ファイン・ブレンド（資産成長型） 12,702,527 16,049

小計 12,702,527 16,049

計 12,702,527 16,049
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【有形固定資産等明細表】

資産の種類
当期首残高
（千円）

当期増加額
（千円）

当期減少額
（千円）

当期末残高
（千円）

当期末減価償
却累計額又は
償却累計額
(千円)

当期償却額
（千円）

差引当期末残
高（千円）

有形固定資産        

建物 1,370,532 16,155 4,784 1,381,903 1,104,510 13,733 277,393

構築物 1,527,742 16,090 85 1,543,747 1,350,274 14,098 193,473

機械及び装置 399,157 2,663 3,690 398,130 375,761 4,518 22,368

車両運搬具 129,833 12,362 5,480 136,716 119,403 5,177 17,313

工具、器具及び備品 284,329 9,529 15,160 278,698 184,853 6,609 93,844

コース 967,465 － － 967,465 － － 967,465

土地 1,412,177 － － 1,412,177 － － 1,412,177

立木 161,810 － － 161,810 － － 161,810

有形固定資産計 6,253,048 56,801 29,199 6,280,649 3,134,802 44,137 3,145,847

無形固定資産        

電話加入権 331 － － 331 － － 331

ソフトウエア 17,671 － － 17,671 13,313 2,858 4,357

リース資産 8,715 － － 8,715 4,502 1,743 4,212

無形固定資産計 26,717 － － 26,717 17,816 4,601 8,900

長期前払費用 7,895 1,200 995 8,100 1,299 357 6,800

 

【社債明細表】

　該当事項はありません。

 

【借入金等明細表】

区分
当期首残高

（千円）

当期末残高

（千円）

平均利率

（％）
返済期限

短期借入金 － － － －

１年以内に返済予定の長期借入金 － 3,236 1.20 －

１年以内に返済予定のリース債務 1,917 1,917 － －

長期借入金（１年以内に返済予定

のものを除く。）
360,000 356,764 1.20 2023年～2035年

リース債務（１年以内に返済予定

のものを除く。）
4,633 2,716 － 2023年～2025年

その他有利子負債 － － － －

合計 366,550 364,633 － －

（注）１．平均利率については、期末借入金残高に対する加重平均利率を記載しております。

２．長期借入金（１年以内に返済予定のものを除く。）は、３年間利子補給をうけております。

３．リース債務の平均利率については、リース料総額に含まれる利息相当額を控除する前の金額でリース

債務を貸借対照表上に計上しているため、記載しておりません。

４．長期借入金及びリース債務（１年以内に返済するものを除く。）の決算日後５年間の返済予定額は以

下のとおりです

区分
１年超２年以内

（千円）

２年超３年以内

（千円)

３年超４年以内

（千円）

４年超５年以内

（千円）

長期借入金 15,896 21,828 36,768 36,768

リース債務 1,917 798 － －
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【引当金明細表】

区分
当期首残高
（千円）

当期増加額
（千円）

当期減少額
（目的使用）
（千円）

当期減少額
（その他）
（千円）

当期末残高
（千円）

役員退職慰労引当金 19,245 750 － － 19,995

 

【資産除去債務明細表】

　該当事項はありません。
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（２）【主な資産及び負債の内容】

　当事業年度末（2022年９月30日現在）における主な資産及び負債の内容は次のとおりであります。

イ．現金及び預金

区分 金額（千円）

現金 2,765

預金
定期預金 10,000

普通預金 520,141

計 532,906

 

ロ．営業未収入金

内訳 金額（千円）

入場者未精算金

（北陸カード他　181口）
42,998

年会費等未収金

（５口）
1,041

その他

（リードケミカル他　36口）
4,826

計 48,866

 

滞留状況

区分 金額（千円）

期首残高 42,112

発生高 742,849

回収高 736,095

期末残高 48,866

回収率（％）  
 

回収高

期首残高＋発生高
　

93.8

滞留期間（日）  
 

（期首残高＋期末残高）÷２
×30

（発生高÷12）
　

22.0

（注）　上記金額には消費税等が含まれております。
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ハ．貯蔵品

内訳 金額（千円）

売店商品

（ゴルフ用品、その他）
6,407

肥料薬品

（カーブSC、その他）
5,793

その他

（ガソリン、その他）
111

計 12,312

 

ニ．保証金

1,459,100千円　　会員からの預り保証金

 

ホ．株主、役員又は従業員からの保証金

1,060,725千円　　会員からの預り保証金

 

（３）【その他】

　該当事項はありません。
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第６【提出会社の株式事務の概要】

事業年度 10月１日から９月30日まで

定時株主総会 12月中

基準日 該当規定なし

株券の種類 １株券　５株券　10株券　15株券　50株券

剰余金の配当の基準日 該当事項なし

１単元の株式数 該当事項なし

株式の名義書換え  

取扱場所 富山市三熊19番地２号　呉羽観光株式会社総務課

株主名簿管理人 なし

取次所 なし

名義書換手数料 無料

新券交付手数料 無料

単元未満株式の買取り  

取扱場所 該当事項なし

株主名簿管理人 〃

取次所 〃

買取手数料 〃

公告掲載方法 富山市において発行する北日本新聞

株主に対する特典

　３株以上の個人株主及び12株以上の法人株主は理事会の承認を得、且つ所定

の保証金を支払って、呉羽カントリークラブの会員となり、同会運営のゴルフ

場を使用することができます。
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第７【提出会社の参考情報】

１【提出会社の親会社等の情報】

　当社は、親会社等はありません。

 

２【その他の参考情報】

　当事業年度の開始日から有価証券報告書提出日までの間に、次の書類を提出しております。

１．有価証券報告書及びその添付書類

　事業年度（第63期）（自2020年10月１日　至2021年９月30日）2021年12月20日北陸財務局長に提出

２．半期報告書

　第64期中（自2021年10月１日　至2022年３月31日）2022年６月27日北陸財務局長に提出
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の監査報告書  

 

  2022年12月15日

呉羽観光株式会社   

 

 取締役会　御中   

 

 北陸監査法人  

 石川県金沢市  

 

 
指定社員

業務執行社員
 公認会計士 松村　篤樹

 

監査意見

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられて

いる呉羽観光株式会社の2021年10月１日から2022年９月30日までの第 64 期事業年度の財務諸表、すなわち、貸借対照

表、損益計算書、株主資本等変動計算書、キャッシュ・フロー計算書、重要な会計方針、その他の注記及び附属明細表に

ついて監査を行った。

　当監査法人は、上記の財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、呉羽観光

株式会社の2022年９月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する事業年度の経営成績及びキャッシュ・フローの状

況を、全ての重要な点において適正に表示しているものと認める。

 

監査意見の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準における

当監査法人の責任は、「財務諸表監査における監査人の責任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫

理に関する規定に従って、会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査

法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

 

その他の記載内容

　その他の記載内容は、有価証券報告書に含まれる情報のうち、財務諸表及びその監査報告書以外の情報である。経営者

の責任は、その他の記載内容を作成し開示することにある。また、監査役の責任は、その他の記載内容の報告プロセスの

整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

　当監査法人の財務諸表に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含まれず、当監査法人はその他の記載内容に対

して意見を表明するものではない。

　財務諸表監査における当監査法人の責任は、その他の記載内容を通読し、通読の過程において、その他の記載内容と財

務諸表又は監査法人が監査の過程で得た知識との間に重要な相違があるかどうか検討すること、また、そのような重要な

相違以外にその他の記載内容に重要な誤りの兆候があるかどうか注意を払う事にある。

　当監査法人は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りがあると判断した場合には、その事実を報告す

ることが求められている。

その他の記載内容に関して、当監査法人が報告すべき事項はない。

 

財務諸表に対する経営者及び監査役の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して財務諸表を作成し適正に表示

することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が

必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき財務諸表を作成することが適切であるかどうかを評

価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要があ

る場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査役の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
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　監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての財務諸表に不正又は誤謬による重要な虚偽表示がな

いかどうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立場から財務諸表に対する意見を表明することにあ

る。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生する可能性があり、個別に又は集計すると、財務諸表の利用者の意思決定に影

響を与えると合理的に見込まれる場合に、重要性があると判断される。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通じて、職業的専門家とし

ての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・ 不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに対応した監査手続を

立案し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監

査証拠を入手する。
・ 財務諸表監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監査人は、リスク評価の実
施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監査に関連する内部統制を検討する。
・ 経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計上の見積りの合理性及び

関連する注記事項の妥当性を評価する。

・ 経営者が継続企業を前提として財務諸表を作成することが適切であるかどうか、また、入手した監査証拠に基づき、

継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認められるかどうか結論付け

る。継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、監査報告書において財務諸表の注記事項に注意を喚

起すること、又は重要な不確実性に関する財務諸表の注記事項が適切でない場合は、財務諸表に対して除外事項付意見

を表明することが求められている。監査人の結論は、監査報告書日までに入手した監査証拠に基づいているが、将来の

事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・ 財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠しているかどう

かとともに、関連する注記事項を含めた財務諸表の表示、構成及び内容、並びに財務諸表が基礎となる取引や会計事象

を適正に表示しているかどうかを評価する。

　監査人は、監査役に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で識別した内部統制の重要な不備を

含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められているその他の事項について報告を行う。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　　上

（注）１．上記は監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社が財務諸表に添付する

形で別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは監査の対象には含まれていません。
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